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＜研究活動報告＞ 
マレーシアにおける地すべり災害および水害による被災低減に関する研究 
 

 地球規模課題対応国際科学技術協力事業に採択された

防災分野研究「マレーシアにおける地すべり災害および

水害による被災低減に関する研究」（代表：西尾文彦教授）

の第 1 回グループミーティングが、11 月 22 日～26 日に

クアラルンプール郊外にある Tenaga Nasional 大学

(UNITEN)において行われました。 

 近年、マレー半島では、急激な都市化および温暖化に起因していると思われる集中豪雨

により地すべり災害や水害が多発していますが、その実態調査や観測データが不足してい

るという理由から被災低減策の策定が立ち後れています。これを受けて、マレーシア国内

で都市化が著しい地域を対象に、衛星データや無人航空機を使用した現地観測を行うとと

もに、地すべり災害や水害に関する地形要因、発災歴、降水量などの統計データを収集・

評価し、統合データベースとして構築するための本研究が開始されました。地すべり災害・

水害の発生危険域と危険度の評価、地図化、事前対策や早期警戒・避難などの被災低減化

を支援するシステムの構築を図り、東アジア諸国における日本の科学技術の貢献を目指し

ている本研究プロジェクトは、Group1:Remote sensing & Geographical Information system、

Group2:Flood、 Group3:Landslide 、 Group4:Data center 、 Group5:Early warning system & 

Dissemination の５つのグループで構成されています。 

 今回は Remote sensing & Geographical Information system グループの両国研究関係者が一

堂に会して、研究実施内容および役割分担の再確認、研究者の受入れに関して情報交換を

行いました。さらに、会期後半にはリモートセンシングと GIS に関する知識を深めるため

のセミナーを開催しました。最初にビジョンテックの原博士から衛星データの受信および

データベース構築とリモートセンシングデータを用いた災害被害解析に関して、続いて山

本氏がオルソ画像や DEMの生成手法について、小花和博士が GIS データを用いた災害解析

事例の紹介を行いました。また、最終日の 11 月 26 日にはヨサファット准教授が SAR デー

タの基礎と信号処理方法やセンサ開発について、本郷助教が光学衛星データを用いた土地

利用変化や洪水被害解析の事例について講義を行いました。期間中延べ 80 名の研究関係者

が参加した今回のグループミーティングは、最終日に５日間の総括を行うとともに今後の

アクションプランを相互確認して閉幕しました。（本郷千春） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本郷助教による Satellite Data Processing and Analysis 

(Passive Sensor)の講義風景 

ヨサファット准教授による Synthetic Aperture Radar 

Data Processing and Analysis の講義風景 
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